
 

 

 

 

 

変更後の認定事業適応計画の概要の公表 

 

  １．変更認定をした日付 

  令和５年５月３１日（令和４年１０月２０日認定） 

 

  ２．変更後の認定事業適応事業者の名称 

    ＣＳＴ株式会社 

 

  ３．変更後の認定事業適応計画の内容 

（１） 事業適応に係る事業の目標 

近年、地球温暖化が進行しており、その対策は国際的にも極めて重要な課題である。我が国でも、

昨年の地球温暖化対策推進法の改正や、第６次エネルギー基本計画の閣議決定などにより、２０５０

年のカーボンニュートラル達成を目指し、２０３０年までに、エネルギーミックスにおける再生可能

エネルギーの割合を大幅に拡大させる政策を行っている。 

当社も、その取り組みに全面的に賛同し、当社の２０５０年カーボンニュートラルの達成に向

け、①企業としての価値を高めて行くべく、また、②当社の活動時に排出されるＣＯ２を減少させ

ていくことで付加価値の創出と環境への負荷低減を両立させていく。 

 

  （２） その事業の生産性を相当程度向上させること又はその生産し、若しくは販売する商品若し 

くは提供する役務に係る新たな需要を相当程度開拓することを示す目標 

２０２２年度より事業適応を開始し、２０２４年度（目標年度）までに、当社江刺工場の炭素生

産性を１８．１％向上することを目標とする。 

 

  （３） 財務内容の健全性の向上を示す目標 

２０２４年度（目標年度）に経常利益を計上することを目標とする。 

 

  （４） 事業適応の類型 

エネルギー利用環境負荷低減事業適応 

 

  （５） 計画の対象となる事業（日本標準産業分類における中分類名称及びその分類コード） 

  電子部品・デバイス・電子回路製造業（２８） 

 

  （６） 事業適応の具体的内容 

  計画初年度に、江刺工場（岩手県奥州市江刺岩谷堂字松長根３０番地）に、自家消費型太陽光発

電設備を設置し、購入している電力の一部を自社で発電した太陽光発電電力に切り替えることで、

電力使用に伴うＣＯ２排出量を減少させて炭素生産性１５．９％の向上を目指す。 

２０２３年度（計画２年目）においては、具体的な設備導入の予定はなく、計画初年度に導入し



 

 

 

 

た設備によって二酸化炭素の排出削減を図り、引き続き付加価値の創出と環境負荷低減の両立を図

っていき、江刺工場の炭素生産性１５．０％の向上を目指す。 

２０２４年度（目標年度）においても、具体的な設備導入の予定はなく、計画初年度に導入した

設備によって二酸化炭素の排出削減を図り、引き続き付加価値の創出と環境負荷低減の両立を図っ

ていき、江刺工場の炭素生産性１８．１％の向上を目指す。 

 

  （７） 事業適応の開始時期及び終了時期 

開始時期２０２２年１２月、終了時期２０２５年３月 

 


